
10
名
が
香
美
市
を
訪
問

８
月
４
日
、
高
知
県
香
美
市
と

積
丹
町
の
姉
妹
都
市
盟
約
20
周
年
記

念
行
事
が
同
市
立
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
積
丹
町
か
ら
松
井
町
長
、
岩

本
町
議
会
議
長
な
ど
10
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
依
光
香
美
市
長
が

「
今
後
も
お
互
い
の
地
域
特
性
を
生

か
し
、
育
ん
で
き
た
交
流
を
礎
と
し

て
友
好
と
繁
栄
を
一
層
推
進
し
、
深

め
て
い
き
た
い
。
」
と
挨
拶
。
松
井

町
長
も
「
長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
困

難
を
乗
り
越
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
交

流
の
絆
の
歴
史
が
、
新
た
な
地
方
創

生
の
原
動
力
と
な
り
、
貴
重
な
両

市
町
の
財
産
に
な
る
。」
と
交
流

の
絆
へ
の
感
謝
と
今
後
に
期
待
。

ま
た
、盟
約
20
年
の
記
念
と
し
て
、

積
丹
町
は
同
市
特
産
品
（
柚
子
・

生
姜
）
を
原
料
に
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン

を
、
同
市
は
積
丹
町
の
ボ
タ
ニ
カ

ル
（
香
草
植
物
）
を
用
い
た
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
を
製
造
中
で
す
。

土
佐
山
田
ま
つ
り

合
同
チ
ー
ム
の
演
舞
を
披
露

　

翌
５
日
に
は
、
第
55
回
土
佐
山

田
ま
つ
り
が
催
さ
れ
、
９
チ
ー
ム

総
勢
３
６
３
人
の
踊
り
子
が
躍

動
し
ま
し
た
。
来
場
者
は
約
２
，

０
０
０
人
と
積
丹
町
の
人
口
を
超

え
る
市
民
や
観
光
客
が
商
店
街
の

沿
道
に
駆
け
つ
け
、
４
年
ぶ
り
の

開
催
に
終
日
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

本
町
の
踊
り
子
３
人
も
加
え
た

総
勢
28
人
の
「
ヤ
ー
レ
ン
ソ
ー
ラ

ン
積
丹
町
＆
香
美
市
チ
ー
ム
」は
、

息
の
合
っ
た
演
舞
を
披
露
し
、
振

付
・
衣
装
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
笑

顔
の
４
つ
の
審
査
項
目
が
優
れ
た

チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
『
デ
ザ
イ
ン

賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
同
市
を
訪
問
し
た
踊
り

子
３
人
は
酷
暑
の
中
、
約
２
時
間

笑
顔
で
和
気
あ
い
あ
い
と
約
２
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
で
８
回
の
市
内

パ
レ
ー
ド
と
、
納
涼
祭
ス
テ
ー
ジ

で
の
競
演
に
臨
み
ま
し
た
。

合
併
17
年
の
市
勢
を
視
察

　

香
美
市
は
、
平
成
18
年
３
月
に
土

佐
山
田
町
、
香
北
町
、
物
部
村
の
２

町
１
村
が
合
併
し
、誕
生
し
ま
し
た
。

　

岩
本
町
議
会
議
長
、
鎌
田
地
域

間
交
流
推
進
協
議
会
長
な
ど
訪

問
団
は
、
高
知
県
高
知
市
の
桂
浜

水
族
館
、
香
南
市
の
井
上
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
い
ち
醸
造
所
、
旧
香
北
町
の

Ｔ
ト

サ

コ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
合
同
会
社
高
知
カ

ン
パ
ー
ニ
ュ
ブ
ル
ワ
リ
ー
）
の
地

ビ
ー
ル
工
場
見
学
や
、
昨
年
11
月
開

設
し
た
香
美
市
立
図
書
館
「
か
み
ー

る
」
（
＝
写
真
右
下
＝
）
は
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い
利
用
者
に

寄
り
添
っ
た
施
設
づ
く
り
や
香
美
市

産
材
に
よ
る
、
Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
文
教
施
設
な
ど
、

▶
記
念
式
典

▶
山
田
太
鼓
演
奏

香
美
市
誕
生
18
年
目
の
市
勢
を
視
察

し
、
知
見
を
広
め
ま
し
た
。

【左から】依光香美市長、松井積丹町長、長谷川参議院議員【左から】依光香美市長、松井積丹町長、長谷川参議院議員
３者による公開対談（８月４日）３者による公開対談（８月４日）

▲町総合文化センター 1階ロビーに展示

香美市商工会から寄贈された
姉妹都市盟約記念「 フラフ 」

香美市立図書館「かみーる」香美市立図書館「かみーる」

▲商店街パレード競演

▲門脇館長（左から２人目）による施設案内

広報しゃこたん令和５年９月号

北
と
南
の
交
流

北
と
南
の
交
流
3232
年　年　
～
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
～

～
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
～

香
美
市
と
新
た
な
絆
の
歴
史
を

香
美
市
と
新
た
な
絆
の
歴
史
を
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町
内
各
小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
て
、
多
く
の
友
達
と
一
緒
に
思
い
出
づ
く
り
に
励
み

ま
し
た
！

 

「
朝
活
ど
う
場
」
で
学
習

「
朝
活
ど
う
場
」
で
学
習

月
27
日
・
28
日
の
２
日
間

は
、
夏
休
み
「
朝
活
ど
う

場
」
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
児
童
は
各
小
学
校
教
師
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ

た
夏
休
み
の
宿
題
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
の
学
習
活
動
は
２
日
間
で
24

名
の
児
童
が
参
加
し
、
褒
め
ら
れ
る

体
験
が
や
る
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る

様
子
で
、
宿
題
を
済
ま
せ
た
児
童
は

自
ら
問
題
集
を
選
び
、
自
発
的
な
学

習
に
繋つ

な

が
り
ま
し
た
。

７７

　

ま
た
、
「
朝
活
ど
う
場
」
終
了
後

に
は
「
Ｂ
＆
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
」

が
行
わ
れ
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
の
泳
力
に
合

わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
で
水
泳
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
２
日
間
で
17
名
の
児
童

が
参
加
し
、
主
に
低
学
年
は
水
慣
れ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
キ
ッ
ク
練
習
、
高

学
年
は
ク
ロ
ー
ル
の
泳
法
や
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
を
中
心
に
水
泳
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

月
１
日
・
２
日
の
２
日
間

は
、
自
然
体
験
活
動
を
行

う
『
少
年
教
室
「
Ｂ
＆
Ｇ

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」』
が
行
わ

れ
、
延
べ
46
名
の
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。
１
日
目
は
講
師
指
導
の
も
と
、

テ
ン
ト
の
張
り
方
や
自
然
の
木
々
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
ん
だ

り
、
火
の
つ
け
方
を
学
ん
だ
ほ
か
、

デ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
た
ク
ラ
フ

ト
キ
ャ
ン
ド
ル
を
製
作
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
し
美
国
川
で
活
動
し
た
ほ
か
、

ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
は
、

自
然
体
験
活
動
を
通
じ
て
仲
間
と
の

共
助
の
意
識
や
、
親
か
ら
離
れ
て
生

活
す
る
自
立
心
を
育
み
ま
し
た
。

８８

 

Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
競
技
会
参
加

Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
競
技
会
参
加

和
5
年
度
Ｂ
＆
Ｇ
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
交

流
交
歓
会
「
水
泳
の
部
」

が
８
月
６
日
、
美
幌
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
全
道
11
市
町

の
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
総
勢
71
名
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

積
丹
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
13
名
が
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
っ
た
ほ
か
、

全
道
の
各
海
洋
セ
ン
タ
ー
や
ス
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。 令令

海洋センター海洋センターでで
夏休み夏休みのの思い出思い出たくさん！たくさん！

　
郷
土
の
自
然
の
中
で

　
郷
土
の
自
然
の
中
で

　
　
　
　
　
経
験
を
身
に
つ
け
る

　
　
　
　
　
経
験
を
身
に
つ
け
る

広報しゃこたん令和５年９月号
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▲五十嵐 慎一郎代表取締役

広報しゃこたん令和５年９月号

～
地
方
自
治
の
振
興
・

障
害
者
福
祉
の
増
進
に
尽
力
～

葛葛
西
　
敏
夫

西
　
敏
夫
さ
ん
さ
ん
（
美
国
町
）

（
美
国
町
）

旭
日
単
光
章

高齢者叙勲

葛
西
葛
西
さ
ん
は
平
成
13
年
に
町
議

会
議
員
に
初
当
選
か
ら
16
年
間
、

平
成
25
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の

８
年
間
は
、
積
丹
町
監
査
委
員
と

し
て
、
地
方
議
会
の
振
興
発
展
と

公
正
で
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
積
丹
町
議
会
議
員
の
葛
西　
葛
西　

敏
夫
敏
夫
さ
ん
（
美
国
町
・
88
歳
）
が

令
和
５
年
６
月
１
日
付
で
旭
日
単

光
章
を
受
章
さ
れ
、
８
月
18
日
に

ご
自
宅

ご
自
宅
でで
松
井
町
長
よ
り
勲
記
と

勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
年
余
に

わ
た
る
積
丹
町
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
長

と
し
て
本
町
の
障
害

者
福
祉
の
増
進
と
、
同

団
体
の
組
織
運
営
の
強

化
に
大
き
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

葛
西
葛
西
さ
ん
の
受
章

を
祝
福
し
、
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　㈱ SHAKOTAN GO( 五十嵐 慎一郎代表取締役）の魅力づくり
を目指す「岬の湯しゃこたん」の露天風呂・浴室・サウ
ナ室・厨房、給湯配管機械設備等の改修や、簡易宿泊施設、
展望テラス新設などの具体化の状況について、五十嵐社
長からお話を伺いました。

～積丹産ボタニカル～積丹産ボタニカルをを活用活用したしたサウナサウナななどど整備着々整備着々とと～～

岬の湯しゃこたん改修プロジェクト岬の湯しゃこたん改修プロジェクト

―
改
修
計
画
の
進
捗
状
況
は
？

　

施
設
の
目
玉
と
な
る
「
ボ
タ
ニ

カ
ル
サ
ウ
ナ
」
が
今
春
、
「
夕
日

テ
ラ
ス
（
＝
写
真
左
下
＝
）」
は
、

８
月
５
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
飲
食
カ
ウ
ン
タ
ー
の
整

備
も
進
め
て
お
り
、
サ
ウ
ナ
愛
好

家
な
ど
長
時
間
の
滞
在
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
㈱
積
丹
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
盆
の
連

休
限
定
で
ボ
タ
ニ
カ
ル
ド
リ
ン
ク

提
供
を
す
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
地
元
の
農
水
産
物
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ン
持
ち
帰
り
の
需

要
の
強
化
・
促
進
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

―
昨
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
た
ん
で

す
ね
。

　

最
近
で
は
、
机
や
ソ
フ
ァ
を
設

置
し
た
休
憩
室
奥
の
ス
ペ
ー
ス
で

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
用
す
る
民
間

企
業
も
み
え
て
き
ま
し
た
。

―
今
後
、
町
民
や
利
用
者
に
楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
こ
と

は
？９

月
２
日
㈯
に
岬
の
湯
駐
車
場

ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
「
祭
り
の
音
」

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
す
！

　

昨
年
よ
り
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
、
町
内
の
鰊
場
音
頭
保
存
会

に
よ
る
正
調
鰊
場
音
頭
や
商
工

会
女
性
部
の
浜
鍋
が
楽
し
め
ま

す
。

　

大
好
評
だ
っ
た
シ
ャ
コ
タ
ニ

ア
ン
音
頭
は
も
ち
ろ
ん
、
夜
は

花
火
も
上
が
る
の
で
、
一
緒
に

夏
を
締
め
く
く
り
ま
し
ょ
う
！

　

他
に
も
、
12
月
ス
タ
ー
ト
を

目
標
に
素
泊
ま
り
ス
タ
イ
ル
の

簡
易
宿
泊
施
設
と
し
て
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
準
備
中
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
書
店
が
な
い

の
で
、
本
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
動
予
定
で
す
！

　

ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
に
！
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事　業　名事　業　名 事　業　概　要事　業　概　要 事業費事業費
（千円）（千円）

対 象 者対 象 者 担 当 課担 当 課

1
地域福祉交通支援対策地域福祉交通支援対策

事業事業

バス乗車券及びタクシー助成券の助成。バス乗車券及びタクシー助成券の助成。

【助成額】　１世帯当たり5,000円【助成額】　１世帯当たり5,000円
1,618 町民

※対象制限あり※対象制限あり

住民福祉課

（44-2113）

2
農業エネルギー価格等　農業エネルギー価格等　

高騰対策支援事業高騰対策支援事業
農業生産資材の購入費用助成支援。 1,370 農業者

農林水産課

（44-3382）

３
漁業エネルギー価格等　漁業エネルギー価格等　

高騰対策支援事業高騰対策支援事業
漁船用燃油及び漁業生産資材購入費用助成
支援。

4,130 漁業者漁業者
農林水産課

（44-3382）

４
商工観光業エネルギー　商工観光業エネルギー　

価格等高騰対策支援事業価格等高騰対策支援事業
エネルギー価格等の高騰により、影響を
受ける商工観光事業者の経営助成支援。

6,000
商工観光

事業者

商工観光課

（44-3381）

５ 生活応援券配布事業生活応援券配布事業

町内で使用できる「生活応援券(商品券)」町内で使用できる「生活応援券(商品券)」

の配布。の配布。

【助成額】　１世帯当たり12,000円【助成額】　１世帯当たり12,000円

7,015 町民
※対象制限あり※対象制限あり

住民福祉課

（44-2113）

６
高齢者等健康増進事業高齢者等健康増進事業

（ふれあい交流事業）（ふれあい交流事業）

高齢者等の健康増進と閉じこもり防止に、
町内3カ所の温泉等の「入浴優待券」を　
交付。

2,4932,493 町民
※対象制限あり※対象制限あり

住民福祉課

（44-2113）

７ 福祉灯油購入助成事業福祉灯油購入助成事業

価格高騰による冬期燃料の経済的負担軽減価格高騰による冬期燃料の経済的負担軽減

に、町内で使用できる「福祉灯油助成券」に、町内で使用できる「福祉灯油助成券」

を配布。を配布。

3,2943,294 町民
※対象制限あり※対象制限あり

住民福祉課

（44-2113）

８
低所得世帯支援給付金　低所得世帯支援給付金　

給付給付事業事業

価格高騰による非課税世帯の経済的負担軽価格高騰による非課税世帯の経済的負担軽

減助成支援。減助成支援。

【助成額】　１世帯当たり30,000円【助成額】　１世帯当たり30,000円

12,55812,558 町民
※対象制限あり※対象制限あり

住民福祉課

（44-2113）

地方創生臨時交付金地方創生臨時交付金 地方創生臨時交付金 地方創生臨時交付金 使い道使い道
コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ

※各事業の開始時期や対象者などの詳細は、ＩＰ告知端末や町内回覧でご確認いただくか、または、担当課へお気軽に
　お問い合わせください。

合　　計合　　計 38,47838,478
国交付金：２８，６５２

　町費　：　９，８２６

広報しゃこたん令和５年９月号

　令和５年第４回町議会臨時会が７月28日に招集され、

報告１件、議案２件が審議され、同日に閉会しました。

　そのあらましについてお知らせします。

News議会ニュース

令和５年 第４回町議会臨時会審
議
さ
れ
た
案
件

審
議
さ
れ
た
案
件

報
告
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

件
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
度
積
丹

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
）

　

保
健
体
育
費
（
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
修
繕
料
）
３
０
０
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
34
億
６
，
５
２
２
万
３
千

円
に
補
正
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　 

 
 

（
承

　
　
認
）

議
案
第
１
号

　
積
丹
町
生
活
交
通
バ
ス
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

中
央
バ
ス
積
丹
線
（
美
国
～
余
別

間
）
の
代
替
交
通
と
し
て
10
月
か
ら

町
が
運
行
す
る
「
生
活
交
通
バ
ス
」

を
、
新
た
な
町
の
公
の
施
設
と
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
同
バ
ス
の

設
置
・
管
理
及
び
運
賃
等
に
関
す
る

事
項
を
定
め
る
町
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

　
　
　
　
　
　

   　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　
令
和
５
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　

　

企

画

費
（

地

域

生

活

交

通

確
保
対
策
事
業
関
連
費
）
２
，

１
７
６
万
５
千
円
、
国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業
費
３
，

８
４
７
万
８
千
円
、
老
人
福
祉

費
（
高
齢
者
福
祉
施
設
（
や
す
ら

ぎ
・
の
ぞ
み
）
改
修
工
事
費
）
４
，

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
35
億
６
，

５
４
６
万
６
千
円
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

　
　
　
　
　
　

   　

（
原
案
可
決
）
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